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;Sxs I USi638 - vC(xs)(2--ll)
針雛祭o　　　(2--12)




































(孟･vi"0£)(48 -p:V21Qs) ･瑠-psud(1･T)J(Qs,V21¢S)･警告- o (2- -17 )
但し, ps -vs/wci, V* -PsVs/Ln, Ln - -no/dsno, T-Ti/Te,J(a,a) - (∂a/∂X)(∂b/∂y) -
(∂b/∂X)(∂a/ay)･イオン流体速度の揺動は次式で表される･
(孟･vi"0;)vi"--孟J(Qs,vi‖)一志(1･T)警･孟智慧(21-18)
線形化のため, ¢S,yell,Viの振動がexp(ikr - iwt)であるとする･
ここ.で,電子速度不均一性の特性長をLv - veJIO(響)~1として, kLv ≫ 1を仮定すると･
沿磁線イオンフロー存在下のドリフト波一音波結合波の分散式は,
(W-kzvi"0)2+W･(W-kzvi"0) -u:(1･T一覧) -o　(2--19 )
となる.
但し, W. - kyv.(1+kips) (ドリフト波周波数) ws - kzvs/何(イオン音波周波












(LJ2 -W孟)u2 -W2 -wZ*wdW -W2k;vs2 - kz2vs2(W2 -u孟) +k,kzv…wviWci　(2- -22 )















である.但し, u* -kyKnPeWci/(1+bs), bs-喝ps, wa-kzvs/㍉了石, Si -Wvi/wd･この
場合,








1 + ∑Iln(bs)Fni +T(1 +Foe) + k2人2Di - 0･　　　(2 - -29 )
n










W - kzve O＼ 7,LJ - kzvellO
ヽ伺kzlvte '~ ､ ヽ伺kzlvte
)】 (2--31)
である･但し, Zはプラズマ分散関数, u- lkzl/ky,vLll｡ -dva"o/dx,p-mi/me,また,仮
∫        /        ∫
定として, vi"0-VellO-VllO･
まず,非共鳴の場合は, (bs≪1,bs/T≪1,k入Di≪1,n-0),
W - kZVs (2--32)

































no+ni - 1+雷expl誓芦】 (3--1)
で与えられる電離度で,接触した原子は接触電離する.ここで, ni, n｡はそれぞれ放出され
た正イオン,残存中性原子の密度, 9i, goはそれぞれ正イオン,中性原子の統計的重みで,ア
ルカリ金属の場合, 90/gi -2である.また,同時に金属を高温に加熱すると, Richardson-
Dushmanの式
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2.6×107 cm/S
9.8×104 cm/S
2･2xlO5 cm/S　(El,2 - 1eV)
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図4-5 :電子飽和電流Ies半径方向分布のイオン源電位Vie依存性. I - 60cm.
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図4-6 :空間電位¢S半径方向分布のイオン源電位Vie依存性. I -60cm.
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存性･ Viel-Vie2-16,V, V9--60V, Vee--2V, r-0cm, I-60cm･
40


































































































































































くした場合について示している(Vie1 - 8V, Vie2 - 16V,実験配置:図4-24 ).図4-25 ,
4-26は,中心と周辺のフローエネルギーの差を大きくし,フロー速度ジャンプを大きくした
場合を示す(Vie1-24V, Vie2-8V,実験配置:図4127).図4-28, 4-29は,軸方向の位
置を変化させた場合を示す(Vie1 -8V, Vie2-16V,実験配置:図4130 ).軸方向の距離は
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位置において観測された揺動について示す.測定条件は, B-2kG, r= 1.4cm, I-60cm
である.









一方,図4-36 -4-38は,逆にVie1 - 25Vに固定し, Vie2を変化させた場合の周波数スペ
クトル･揺動振幅･揺動周波数である.上記の場合と同様に,内側のフローが大きい場合に
揺動の振幅が大きくなる傾向が見られた.
















































ついて示す.測定条件は, B=1.5kG, r-4.0cm, a-60cmである.なお,第三電極は接
地電位に固定されているため, Vie2を変化させた場合,必ず第二電極と第三電極の境界にお
いてフロー速度ジャンプが発生する.
図4-40 -4-42は, Vie1 - OVに固定し, Vie2を変化させた場合の周波数スペクトル･揺
動振幅･揺動周波数を示す.揺動は, Ⅵe2 -2-3Vから発生し, Ⅵ｡2-12V付近で振幅が
最大となり, Vie2-25-30Vで非常に小さくなる.周波数はf-4,6kHz付近である.
図4-43 -4-45は, Viel - Vie2とした場合の周波数スペクトル･揺動振幅･揺動周波数を
示す. Vie1 -OVとした場合とほとんど同じ傾向の揺動が親測されている.
































図4-43 :電子飽和電流周波数スペクトルのVie依存性. Viel -Vie2" r-4.0cm, I - 60cm.
10    20
Viel,2 (V)
図4-44 :揺動振幅強度ZeSのVie依存性.
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図4-45 :揺動周波数JのⅥ｡依存性.
Viel - Vie2, r - 4.0cm, I -
60 cm.
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V.添付資料[本研究成果の要約]
A novel plasma source is developed, where ionand electron emitters of the same diameterare oppositely
set at cylindriCalma血ine endsand the ion emitter is concentrically segmented into three sections. Radial
profiles offield-aligned plaSmaflOw velocities are controlled by biaSing the segmented ion emitter, being
accompanied by the generation ofanion drift differrence between adj批ent la.yers, Or a radial jump of the
field-aligned plaBma且Ow velocity･ In the presence of the velocity jump, severaltypes of low-frequency
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